
面接/Face-to-face
学則第 9 条の 5 対象：対象外/Not Applicable

Article 9-5 of the Undergraduate Regulations applies

10403313-055 △３年次演習関連科目２-55（経済と哲学）

2 単位/Unit　　秋学期/Fall　　今出川/Imadegawa　講義/Lecture
Third Year Advanced Seminar 2-55 （Economy and Philosophy） 

　笠井　高人

＜概要/Course Content Summary ＞

本科目は，経済思想を学ぶ学生を対象として，経済思想の発展を取り扱いながら，経済と哲学との関係を議論する。経済学理

論及び経済学の形成過程を振り返りながら，経済思想家の哲学を理解することはもとより，経済学の哲学である経済学方法

論，さらには規範的分析を取り扱う経済哲学ないし経済学と哲学の問題も考察する。また，テキスト報告やレポート作成を通

じて，アカデミックスキルの定着を目指し，次年の卒業研究に向けて論文作成の基礎を固める。

　

＜到達目標/Goals,Aims ＞

　

・経済と哲学との関連を理解できる。〔知識・技能〕

・アカデミックスキルを用いて，自身の考えを発表し，文章にまとめることができる。〔思考力・判断力・表現力〕

・ディスカッションを通して，自身の考えを形成できる。〔主体性・多様性・協働性〕

＜ DO Week 期間の初回動画等の配信/The delivery of the first video, etc. during the “DO Week”＞

なし/ Not deliver the video

＜授業計画/Schedule ＞

実施時期/Week
授業回/Number of Lesson 授業実施方法/How to Conduct a Lesson 授業実施時間数/Class Hours
内容/Contents
授業計画外の学習/Assignments

第１週　DO Week オンデマンド（動画視聴）/On-demand(watching video) 0 分／min.

第 2 週

1 面接/Face-to-face 90 分／min.
イントロダクション

内容の復習と関連文献の通読

第 3 週

2 面接/Face-to-face 90 分／min.
社会科学と哲学

内容の復習と関連文献の通読

第 4 週

3 面接/Face-to-face 90 分／min.
社会科学と哲学

内容の復習と関連文献の通読

第 5 週

4 面接/Face-to-face 90 分／min.
経済学方法論

内容の復習と関連文献の通読

第 6 週

5 面接/Face-to-face 90 分／min.
経済学方法論

内容の復習と関連文献の通読

第 7 週

6 面接/Face-to-face 90 分／min.
自然主義的転回

内容の復習と関連文献の通読

第 8 週

7 面接/Face-to-face 90 分／min.
自然主義的転回

内容の復習と関連文献の通読

第 8 週

8 面接/Face-to-face 90 分／min.
これまでの復習

内容の復習と関連文献の通読

第 9 週

9 面接/Face-to-face 90 分／min.
社会学的転回

内容の復習と関連文献の通読
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第 10 週

10 面接/Face-to-face 90 分／min.
社会学的転回

内容の復習と関連文献の通読

第 11 週

11 面接/Face-to-face 90 分／min.
プラグマティズム

内容の復習と関連文献の通読

第 12 週

12 面接/Face-to-face 90 分／min.
プラグマティズム

内容の復習と関連文献の通読

第 13 週

13 面接/Face-to-face 90 分／min.
経済学的転回

内容の復習と関連文献の通読

第 14 週

14 面接/Face-to-face 90 分／min.
経済学的転回

内容の復習と関連文献の通読

授業期間終了後/After
the Class Period

15 面接/Face-to-face 90 分／min.
振り返りとまとめ

内容の復習と関連文献の通読

授業実施方法／How To Conduct a lesson 授業実施時間数／Class Hours
面接/Face-to-face 1350 分／min.
オンデマンド（動画視聴）/On-demand(watching video) 0 分／min.
オンデマンド（授業内課題）/On-demand(assignment in class) 0 分／min.
リアルタイム配信/Real-time online 0 分／min.
その他/Others 0 分／min.
総合計／Totlal Amount class hours 1350 分／min.

アクティブラーニング/Active Learning

調査学習 / Research Based Learning, 反転授業 / Flipped Classroom, ディスカッション / Discussion, グループワーク / Group Work,
プレゼンテーション / Presentation

使用システム/System tools

e-class

＜成績評価基準/Evaluation Criteria ＞

平常点(クラス参加，グループ作業の成果等)　60%
クラスへの貢献，作業の精度

クラスでの発表　20%
熱意をもって発表できているか

期末レポート　20%
アカデミックスキルを用いて，論理的な文章が書けているか

＜参考文献/Reference Book ＞

ハジュン・チャン『はしごを外せ－蹴落とされる発展途上国－』（日本評論社，2009），ISBN:4535555893

＜連絡方法/Contact method ＞

科目担当者への連絡方法/Contact method from student to instructor

e-class またはメール

科目担当者からの連絡方法/Contact method from instructor to students

e-class またはメール
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